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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、夏場の日照時間不足や局地的豪雨といった異常気象

により一部影響が見られたものの、堅調な企業業績を背景として、景気は緩やかな回復基調で推移いたし

ました。海外景気につきましても欧米や新興国に持ち直しの動きが見えはじめ、今後、更なる経済安定性

が期待されるものの、北朝鮮情勢の緊迫化や米国政権の政治動向といった懸念材料を抱えており、依然と

して先行き不透明な状況を払拭するには至っておりません。 

建設業界におきましては、住宅建設が横ばいとなっているものの、企業の建設投資は緩やかながらも増

加しているほか、公共投資も引き続き高水準にあり、概ね安定した市場環境となりました。しかしながら、

労働時間短縮や生産性向上に向けた働き方改革が、世の中の大きな動きとなっている中、建設業では就業

者不足と高年齢化が年々進んでおり、建設ＩＣＴの活用を含めた改革が喫緊の課題となっております。 

 

このような状況の中、当社グループは「中期経営計画『Next Stage 2018』（2016～2018）」の２年目とし

て、引き続き経営の合理化・効率化を推進し、経営資源を最大限に活かして、より一層の収益力向上に努

めております。 

その結果、当第２四半期の連結業績につきましては、受注高は 194億７千４百万円（対前年同期比 12.8％

減）、売上高は 199億４千４百万円（対前年同期比 4.3％減）となりました。 

利益につきましては、営業損益は７億２千８百万円の営業利益（前年同期は９億１百万円の営業利益）、

経常損益は 10億４千５百万円の経常利益（前年同期は 12億１千１百万円の経常利益）、親会社株主に帰属

する四半期純損益は７億４千８百万円の四半期純利益（前年同期は８億５千１百万円の四半期純利益）と

なりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末の総資産につきましては、前連結会計年度末に比べ 31 億９千７百万円減少

し、645億８千３百万円となりました。（未成工事支出金で 22億４千８百万円の増加、現金預金で 48億７

千８百万円の減少、受取手形・完成工事未収入金等で 34億４千４百万円の減少） 

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ 40 億円減少し、210 億９千９百万円となりました。（短

期借入金で 19 億９千万円の増加、支払手形・工事未払金等で 38 億１千７百万円の減少、未払法人税等で

14億４千６百万円の減少） 

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ８億２百万円増加し、434 億８千４百万円となりまし

た。（利益剰余金で３億７千万円の増加、その他有価証券評価差額金で４億２千９百万円の増加） 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 30 年３月期の連結業績予想につきましては、平成 29 年５月 10 日に公表いたしました連結業績予想

に変更はありません。 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

　（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

３.　補足情報

部門別受注高及び売上高

前第２四半期連結累計期間(自　平成28年4月1日　至　平成28年9月30日)

(電気設備工事業） (電気設備工事業）

当第２四半期連結累計期間(自　平成29年4月1日　至　平成29年9月30日)

(電気設備工事業） (電気設備工事業）

(兼業事業)

8.31,660,960

合 計 19,474,862 100.0 合 計 100.0

1.0

％

60.0

12.0

当四半期

9.9

199,212

20,842,141

6.8

100.0

1.0

受　注　高 売　上　高

平成29年3月期

第２四半期

前年同四半期

構成比率平成29年3月期

前年同四半期

19,944,125

(不動産賃貸事業) 205,063

11.8

92.1

2,360,751

1,375,903 6.9

送 電 線

小　　　　　計 18,363,157

11.6送 電 線

(兼業事業)

16.9

構成比率

％

第２四半期

千円

道 路 設 備

11,243,166

屋内外電気設備

屋内外電気設備

2,253,379

1,163,358 6.0屋内外電気設備

12.6 屋内外電気設備

第２四半期

50.4

道 路 設 備

平成30年3月期

1,419,383

鉄 道 電 気 設 備

3,772,461

千円

2,062,090

12,514,789

送 電 線 20.1

鉄 道 電 気 設 備

2,490,382

2,825,133

92.2

10.3

小 計 19,223,545

送 電 線 2,156,2834,487,038

(不動産賃貸事業)

道 路 設 備

合 計 22,327,799

鉄 道 電 気 設 備

売　上　高

道 路 設 備 4,242,649

受　注　高

構成比率

60.6

％

21.8 11.9

千円 ％

鉄 道 電 気 設 備 11,977,031

2,364,414

合 計

当四半期

平成30年3月期

11,815,475

千円

60.1

構成比率

第２四半期

100.0
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